
第8章 準備書についての意見と事業者の見解 

8.1 住民からの意見の概要及びこれに対する事業者の見解 

大阪市環境影響評価条例第 17 条第 1 項の規定に基づく、阿部野橋ターミナルビル旧館建替事業

に係る環境影響評価準備書に対する、住民からの市長または事業者への意見書の提出はなかった。 

 

8.2 市長意見及びこれに対する事業者の見解 

大阪市環境影響評価条例第 20 条第 1 項の規定に基づく、阿部野橋ターミナルビル旧館建替事業

に係る環境影響評価準備書に対する、大阪市長の意見と事業者の見解は次のとおりである。 

 

表 8.2.1 準備書についての大阪市長の意見と事業者の見解 

No 大阪市長の意見 事業者の見解 

 １ 全般的事項  

1-1 １ 緑化計画について 

可能な限り緑地の量的な確保を図るとともに、

超高層部での植栽となるため、植栽基盤の設計や

植栽の施工・維持管理方法について慎重に検討

し、植物が健全に生育できる環境を確保するこ

と。 

緑地については、「1.2.5(10)緑化計画」や「第 6章 環

境の保全及び創造のための措置」に記載したとおり、

複数の屋上緑化を行い、立体的に配置することで、緑

の量的な確保を図ります。 

また、植物が健全に生育できる環境を確保するため、

植栽基盤の詳細設計をはじめ、高層部への植栽という

特性、樹木の生育環境、施工方法、維持管理方法に関

し、専門家の意見を考慮した緑化計画に努めます。

（p14,15,380） 

1-2 ２ 駐車場計画、交通計画について 

 隔地駐車場は事業計画地から離れて立地して

いることから、隔地駐車場の利用促進方策を十分

検討し、適切な誘導対策を講じること。 

隔地駐車場の利用促進方策については、「1.2.6 交通

計画」や「第 6 章 環境の保全及び創造のための措置」

に記載したとおり、隔地駐車場への誘導対策として、

現在行っている対策に加え、利用者への告知の徹底や

ガードマンによる積極的な誘導の強化による対応を行

うとともに、さらなる利用促進方策について、シャト

ルバス等の運行などによる対応も検討します。 

（p18,380） 

1-3 ３ 工事計画について 

 工事関係車両の出入口における対策について

は、事業者が実施するとしている対策を確実に実

施し、問題が生じた場合は、速やかに追加措置を

講じるなど適切に対応すること。 

工事関係車両等の出入り口における対策について

は、「1.2.7 工事計画」や「第 6 章 環境の保全及び創

造のための措置」に記載したとおり、バス停留場の移

設や、歩道橋の延伸、工事搬出入口への適正なガード

マンの配置により、場内外運搬車両による市営バス運

行及び歩行者の通行阻害を防止すると共に、安全性を

確保する計画としています。また、問題が生じた場合

は、速やかに追加措置を講じるなど適切に対応します。

（p29,380） 
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表 8.2.2 準備書についての大阪市長の意見と事業者の見解 

No 大阪市長の意見 事業者の見解 

 ２ 大気質  

2-1 １ 建設機械等の稼働による影響については、住

居地等を考慮した最大着地濃度地点における寄

与濃度がバックグラウンド濃度に比べて小さく

ないことから、今後の詳細な工事計画策定におい

て排出量抑制に努めるとともに、工事の実施にあ

たっては更なる配慮を行うこと。 

建設機械等の稼働による大気汚染物質の排出抑制に

ついては、「1.2.7 工事計画」や「第 6 章 環境の保全

及び創造のための措置」に記載したとおり、TSW 工法

や逆打ち工法の採用による場内外運搬車両の削減の

他、工事計画、作業工程の精査、夜間工事の内容、期

間の見直しによる建設機械等の効率的な稼働や台数削

減に努める計画としています。また、工事区域の周囲

への仮囲いの設置やタイヤ洗浄、場内散水等を行い、

粉じんの場外への飛散防止に努める他、建設機械等に

ついても排出ガス対策型の採用に努めるとともに、作

業量に応じた適正な機種を選定する等、排出ガスの発

生抑制に努めます。 

さらに、今後の詳細な工事施工計画の検討や工事の

実施にあたっては、工事の平準化及び建設機械等の集

中稼働の回避、効率的な稼働や台数削減に努め、一層

の排出量の低減に努める計画としています。（p28,379） 

2-2 ２ 建設機械や工事敷地内における工事関連車

両の種類・型式別の稼働台数、1 日当たりの稼働

時間などの状況について事後調査を行い、予測結

果を上回らないような適切な工事管理を行うこ

と。 

「6.7 事後調査の方針」に記載したとおり、建設機

械や工事敷地内における工事関連車両の種類・型式別

の稼働台数、1 日当たりの稼働時間などの稼働状況に

ついて事後調査を行い、評価書で前提としている予測

条件について確認し、必要に応じ適切な措置を講じま

す。（p385） 

 ３ 廃棄物・残土  

3-1  施設の利用にあたっては、廃棄物の減量化、再

資源化をより一層推進するため、百貨店・ホテル

を含めた入居テナントに対してごみ減量や分別

排出などについて周知・指導を継続的に行うこ

と。 

廃棄物の減量化、再資源化をより一層推進するため、

「5.9 廃棄物・残土」や「第 6章 環境の保全及び創造

のための措置」に記載したとおり、入居テナントに対

し、廃棄物排出量の削減、リサイクル率向上のための

取組みについて周知・指導を継続的に行う計画です。

（p329,381） 

 ４ 地球環境  

4-1  計画施設の詳細設計にあたっては、CO2 排出量

の抑制の観点から設備計画について精査すると

ともに、運用面においても配慮し、関係業界の取

組や最新の法令等を踏まえ、更なる排出抑制に努

めること。 

「第 6章 環境の保全及び創造のための措置」に記載

したとおり、計画施設の詳細設計にあたり、CO2排出量

の抑制の観点から設備計画について精査する他、運用

面においても定期的な設備機器のメンテナンスによる

高効率運転の維持や、温度設定、啓発活動等を行う計

画です。 

国や自治体、民間レベルの自主的な行動計画（例え

ば関連団体の自主行動計画等）をもとに、地球温暖化

防止に関する社会動向を把握し、排出抑制に努めます。

（p382,383） 
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表 8.2.3 準備書についての大阪市長の意見と事業者の見解 

No 大阪市長の意見 事業者の見解 

 ５ 景観  

5-1 建物の外装・色彩や効果的な植栽配置等の工夫

により圧迫感を軽減すること。 

景観については、「1.2.5（5）外観デザイン計画」や

「第 6章 環境の保全及び創造のための措置」に記載し

たとおり、高層に行くほど建物のボリュームを小さく

することや中間階にオープンスペースを配置しボリュ

ームを分節すること、また、ガラスを使用したシンプ

ルで透明感があり、色彩にも配慮した外観とすること

等により、圧迫感を軽減する計画としています。 

今後、大阪市担当部局と協議を実施し、周辺環境や

既存建物との調和を図る計画です。（p12,383） 

 

 

392




